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資料７ 
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（１）現況整理のデータ集 
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 ■ 整理項目 
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①地勢状況 （標高、土地利用） 

②人口 （人口・人口推移、人口密度） 

③主要施設の立地状況 （主要施設、主要プロジェクト） 

④道路構造 （車線数、自転車歩行者道） 

⑤交通量 （自動車、自転車、歩行者） 

⑥交通手段 （代表交通手段、通勤・通学時の交通手段） 

⑦自転車保有台数 

⑧自転車撤去台数 

⑨駐輪場の整備状況・利用状況 

⑩自転車流動 

⑪自転車関連事故 

⑫市内における自転車レーン 



①地勢状況 

◎標高 

 

茨木市役所 

市域界

新幹線

鉄道（JR）

その他鉄道

高速道路

国道

標高

10m未満

10m以上

20m以上

50m以上

100m以上

200m以上

500m以上

凡　　　例

資料：基盤地図情報 数値標高モデル（10mメッシュ） 5 

JR京都線を境に、北側は山間部、
南側は平野部を形成している 



①地勢状況 

◎土地利用 

 

市域界

新幹線

鉄道（JR）

その他鉄道

高速道路

国道

土地利用状況

田

その他の農用地

森林

荒地

建物用地

道路

鉄道

その他の用地

河川地及び湖沼

ゴルフ場

凡　　　例

資料：国土数値情報 土地利用100mメッシュ 6 

南側の平野部に、建物用地等の都
市的土地利用が拡がっている 



②人口 

◎市内人口  278,352人（平成26年6月現在） 

◎人口推移 

 

40.5 38.7 39.5 40.9 41.3 39.3 36.0 33.5 

191.2 189.5 186.2 179.0 177.2 174.5 171.6 165.0 

25.5 32.4 41.6 53.5 63.6 69.4 71.4 74.2 

258.2 260.6 268.0 274.8 282.1 283.2 279.0 272.7 

0
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H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42

人
口
（千
人
）

0～14歳 15～64歳 65歳以上 年齢不詳 人口

資料：国勢調査、茨木市将来推計人口等調査報告書（H25.3） 

人口はH32を 
ピークに減少 

65歳以上の 
高齢者が増加 

出典：茨木市統計データ 

7 



②人口 

◎地区別人口密度 

 

資料：H22国勢調査 小地域集計結果 

50人/ha未満

50人/ha以上100人/ha未満

100人/ha以上150人/ha未満

150人/ha以上200人/ha未満

200人/ha以上
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平野部に人口が集中している 



③主要施設の立地状況 
 

行政施設

市民施設（図書館、運動施設等）

大型小売店

病院

教育施設（高校・短大・大学）

史跡、古墳

公園
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公共公益施設や大規模商業施設
は、平野部に集中している 



③主要プロジェクト 
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○ 新キャンパス「大阪いばらきキャンパス」の設置、
市民開放施設、隣接する岩倉公園、JR茨木駅か
らの歩行者道や周辺の都市計画道路の整備 

○ 平成27年4月に開学を予定 

◎立命館大学の開学 

○ 設置場所は摂津
富田駅から約
1.7km、茨木駅か
ら約2.0kmの区間 

○ 新駅、駅前広場、
駐輪場当交通結
節点を整備 

○ 平成30年春に開
業を予定 

◎（仮称）JR総持寺駅の整備 

○ 西部地区は平成26年度に工事完了予定 
○ 中部地区は平成24年度に事業着手し、平成27年

度末に工事完了予定 

◎彩都事業 

(仮称)JR 総持寺駅の整備 

彩都事業 

中心地域 

安威川ダム事業 
北部地域 

丘陵地域 

新名神高速道路の整備 

立命館大学の開学 

南部地域 

摂津富田・茨木間 新駅設置イメージ 

 茨木市の主要プロジェクト 



④道路構造 

◎車線数 

 

資料：H26.3DRM、H22道路交通センサス 

車線数

1車線

2～3車線

4車線

6車線

データなし
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市内における大部分の幹線系道
路は、2～3車線道路である 



④道路構造 

◎自転車歩行者道 

 

資料：茨木市 12 

国道・府道における歩道の大部分が、
自転車通行可に指定されている。 

茨木市 
茨木 

市役所 

宇野辺 

南茨木 

自転車歩行者道 



⑤交通量 

◎自動車交通量/24h 

 

資料：H26.3DRM、H22道路交通センサス 

5,000台未満

5,000台以上10,000台未満

10,000台以上20,000台未満

20,000台以上

データなし
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市街地の幹線系道路は、自動車交通
量10,000(台/日)以上の路線が多い 



⑤交通量 

◎自転車交通量/12h 

 

資料：H26.3DRM、H22道路交通センサス 

100台未満

100台以上1,000台未満

1,000台以上2,000台未満

2,000台以上

データなし
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JR茨木駅、阪急茨木市駅・南茨木駅周
辺の道路では、自転車1,000(台/12h)以
上の路線が多い 



⑤交通量 

◎歩行者交通量/12h 

 

資料：H26.3DRM、H22道路交通センサス 

100人未満

100人以上500人未満

500人以上1,000人未満

1,000人以上

データなし
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JR茨木駅、阪急茨木市駅・南茨木駅周
辺の道路では、歩行者500(人/12h)以上
の路線が多い 



⑥交通手段 

◎代表交通手段 

27.0%

25.8%

22.9%

24.8%

35.9%

37.9%

19.2%

20.8%

16.9%

17.9%

1.3%

1.4%

2.2%

2.2%

2.9%

3.0%

3.2%

3.2%

24.8%

23.5%

27.4%

23.0%

20.0%

17.7%

3.8%

3.6%

5.0%

4.9%

4.8%

4.5%

23.0%

24.1%

24.9%

26.0%

34.8%

35.2%

0.0%

0.2%

0.1%

0.4%

0.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H12

H22

H12

H22

H12

H22

大
阪

府
内

茨
木

市
発

着
茨

木
市

内

徒歩 鉄道 バス 自動車 自動二輪・

原付

自転車 その他・

不明

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（交通実態調査） 

※１ 代表交通手段を集計 
※２ 大阪府内は出発地・目的地ともに大阪府内、茨木市発着は出発地・目的地のいずれかが 
    茨木市内、茨木市内は出発地・目的地ともに茨木市内 

自転車が 
1/4 

自転車が 
1/3 
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8.6%

8.0%

8.7%

8.0%

8.4%

7.3%

16.2%

18.2%

31.0%

33.7%

27.2%

31.9%

4.3%

3.5%

2.2%

1.9%

3.3%

2.8%

51.5%

52.5%

26.7%

22.5%

26.3%

20.7%

4.0%

3.4%

6.3%

6.7%

8.7%

9.3%

14.0%

13.0%

23.6%

25.9%

25.1%

26.6%

1.4%

1.4%

1.4%

1.3%

0.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H12

H22

H12

H22

H12

H22

全
国

大
阪
府

茨
木
市

徒歩 鉄道・電車 バス 自家用車 オートバイ 自転車 その他

⑥交通手段 

◎通勤・通学時の交通手段分担率 

資料：国勢調査 

※利用交通手段が１種類のみの場合 

自転車が 
1/4 
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⑦自転車保有台数 

資料：平成24年度 自転車保有実態に関する調査報告書 
（財団法人 自転車産業振興協会） 

1世帯当たり 
自転車2台を保有 

全国、大阪府、大阪市
いずれと比較しても 

保有率は高い 

18 

平成24年

１世帯当たり
（台／世帯）

全国 70,472 1.348 71,551 1.530%

大阪府 6,301 1.633 6,488 2.960%

大阪市（平野区） 156 1.794 165 5.416%

大阪市（その他） 1,984 1.597 2,083 5.015%

堺市 551 1.578 572 3.733%

枚方市 249 1.445 252 0.981%

豊中市 248 1.687 253 2.175%

高槻市 263 1.795 281 6.886%

吹田市 260 1.514 269 3.143%

茨木市 225 1.975 231 2.649%

八尾市 230 2.089 229 -0.381%

寝屋川市 198 1.974 194 -1.846%

その他大阪府 1,319 1.415 1,384 4.977%

自転車保有台数（千台）

平成25年
伸び率



9,031 

7,876 

8,552 

7,239 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H22 H23 H24 H25

自
転
車
撤
去
台
数
（
台
）

2,168

4,641

573

1,338

146

0

55

99

11

2,140 

3,835 

394 

1,213 

93 

15 

26 

132 

28 

1,337 

5,550 

566 

933 

49 

29 

14 

54 

20 

1,376 

4,585 

633 

533 

47 

14 

10 

24 
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0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

ＪＲ

茨木駅周辺

阪急

茨木駅周辺

阪急

総持寺駅

阪急

南茨木駅

ﾓﾉﾚｰﾙ

宇野辺駅周辺

ﾓﾉﾚｰﾙ

阪大病院前駅

ﾓﾉﾚｰﾙ

沢良宜駅

ﾓﾉﾚｰﾙ

豊川駅

ﾓﾉﾚｰﾙ

彩都西駅

自転車撤去台数（台）

H22 H23 H24 H25

⑧自転車撤去台数 

資料：茨木市 

資料：茨木市 19 

阪急茨木市駅の撤去
台数が突出しており、
全体の約６割を占めて
いる。 

撤去台数の推移
は横ばい傾向 



⑨駐輪場の整備状況 

◎JR茨木駅 
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⑨駐輪場の整備状況 

◎阪急茨木市駅 
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⑨駐輪場の整備状況 

◎阪急総持寺駅 
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⑨駐輪場の整備状況 

◎阪急南茨木駅 
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⑨駐輪場の利用状況 

◎阪急南茨木駅「駐車場等実態調査」（H25.1） 

24 集中台数 ＝ 一時利用の駐車場利用台数 ＋ 放置自転車台数 

収容台数は集中台数を上回っている 

収容台数は集中台数を上回っている 



⑩自転車流動 

◎発生集中量（字別） 

 

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（交通実態調査） 

0トリップ

1トリップ以上1,000トリップ未満

1,000トリップ以上2,000トリップ未満

2,000トリップ以上5,000トリップ未満

5,000トリップ以上10,000トリップ未満

10,000トリップ以上

　　　

25 

駅周辺に自転車トリップが集中 



⑩自転車流動 

◎発生集中量（小学校区） 

 

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（交通実態調査） 

順位 小学校区 発生集中量
1 中条小 33,211
2 中津小 28,470
3 茨木小 24,189
4 葦原小 22,533
5 天王小 21,933
6 春日小 21,095
7 大池小 18,462
8 穂積小 16,168
9 太田小 14,907

10 水尾小 14,746 26 

駅周辺に自転車トリップが集中 



市町村 小学校区 市町村 小学校区
1 茨木市 太田小 高槻市 - 5,541
2 茨木市 葦原小 茨木市 葦原小 4,256 同一学区内
3 茨木市 茨木小 茨木市 茨木小 3,463 同一学区内
4 茨木市 大池小 茨木市 中津小 3,413
5 茨木市 天王小 茨木市 葦原小 3,385
6 茨木市 中津小 茨木市 中津小 3,385 同一学区内
7 茨木市 天王小 茨木市 天王小 3,204 同一学区内
8 茨木市 天王小 摂津市 - 2,973
9 茨木市 春日小 茨木市 中条小 2,940

10 茨木市 春日小 茨木市 春日小 2,858 同一学区内
11 茨木市 中条小 茨木市 中条小 2,591 同一学区内
12 茨木市 中条小 茨木市 穂積小 2,500
13 茨木市 茨木小 茨木市 中条小 2,486
14 茨木市 白川小 高槻市 - 2,458
15 茨木市 庄栄小 高槻市 - 2,371
16 茨木市 中津小 茨木市 水尾小 2,300
17 茨木市 大池小 茨木市 大池小 2,232 同一学区内
18 茨木市 茨木小 茨木市 中津小 2,108
19 茨木市 三島小 高槻市 - 2,032
20 茨木市 水尾小 茨木市 葦原小 1,914
21 茨木市 中津小 茨木市 白川小 1,901
22 茨木市 春日小 茨木市 春日丘小 1,880
23 茨木市 庄栄小 茨木市 庄栄小 1,863 同一学区内
24 茨木市 太田小 茨木市 太田小 1,773 同一学区内
25 茨木市 葦原小 摂津市 - 1,735
26 茨木市 三島小 茨木市 三島小 1,733 同一学区内
27 茨木市 春日小 茨木市 穂積小 1,723
28 茨木市 穂積小 吹田市 - 1,721
29 茨木市 天王小 茨木市 東奈良小 1,687
30 茨木市 中条小 吹田市 - 1,620
31 茨木市 穂積小 茨木市 穂積小 1,583 同一学区内
32 茨木市 中条小 茨木市 大池小 1,551
33 茨木市 大池小 茨木市 水尾小 1,548
34 茨木市 春日丘小 茨木市 穂積小 1,539
35 茨木市 春日丘小 茨木市 春日丘小 1,523 同一学区内

順位
出発地・目的地1 出発地・目的地2 往復

トリップ数
備考

⑩自転車流動 

◎主要なＯＤ流動 

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（交通実態調査） 

表-自転車トリップ数が1,000以上 

1,000トリップ以上2,000トリップ未満

2,000トリップ以上3,000トリップ未満

3,000トリップ以上

　　　

内々流動が2,000トリップ以上の 

小学校区 
27 

駅周辺の小学校区間で自転車流動が多い。 
また、高槻市との流出入量も多くなっている。 
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凡例
：茨木市

：近隣の市

⑪自転車関連事故 

◎大阪府市町村別の人口千人当たり自転車事故件数    
                             （H25）   

茨木市は人口千人当たりの事
故件率が大阪府下で４番目に
高く、近隣市と比較しても高い 

資料：大阪の交通白書（H25）  

順位 市町村 事故件数

1位 泉大津市 2.55

2位 忠岡町 2.37
3位 大阪市 2.10
4位 茨木市 2.04
5位 岸和田市 1.89
6位 八尾市 1.82
7位 東大阪市 1.80
8位 松原市 1.73
9位 堺市 1.65
10位 藤井寺市 1.65

凡例 
  ：茨木市 
  ：近隣の市 

28 
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⑪自転車関連事故 

◎大阪府市町村別トリップ数（H22）   

茨木市は、自転車のトリップ数が大
阪府下で７番目に多い。 
茨木市より高槻市の方がトリップ数が
多い一方、事故件数は茨木市の方が
多い。 

凡例 
  ：茨木市 
  ：近隣の市 
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304,421 

288,972 

267,307 

97,186 

～ ～ 

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（交通実態調査） 

順位 市町村 ﾄﾘｯﾌﾟ数

1位 大阪市 3,262,233

2位 堺市 744,027
3位 東大阪市 609,102
4位 八尾市 329,814
5位 高槻市 304,421
6位 豊中市 304,023
7位 茨木市 288,972
8位 吹田市 267,307
9位 枚方市 263,590
10位 寝屋川市 227,063
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⑪自転車関連事故 

◎大阪府市町村別の1,000ﾄﾘｯﾌﾟ当たり自転車事故件数    
                                

 

大阪の交通白書（H25）  

凡例 
  ：茨木市 
  ：近隣の市 

30 

順位 市町村 事故件数

1位 千早赤阪村 34.48

2位 太子町 5.79
3位 能勢町 4.71
4位 河南町 3.18
5位 忠岡町 2.87
6位 豊能町 2.65
7位 和泉市 2.62
8位 熊取町 2.57
9位 泉南市 2.39
10位 泉大津市 2.36
～

21位 茨木市 1.94

（件/1,000トリップ） 

資料：第５回近畿圏パーソントリップ調査（交通実態調査）、 

～ ～ 



大阪府の件数は、減少傾向 

18,495 17,510 16,851 17,046 16,281 15,702 14,571 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

大阪府 自転車事故件数（H19-H25）

茨木市の件数は、横ばい状態 

599 550 532 560 550 594 560 
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1,000
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茨木市 自転車事故件数（H19-H25）

⑪自転車関連事故 

◎自転車事故件数の推移（H19～H25） 

資料：大阪の交通白書（H22～H25）   

大阪府では、 
自転車事故が 

21％減少 
（H19～H25）  

茨木市では、 
自転車事故が 

横ばい傾向 
（H19～H25）  

31 



⑪自転車関連事故 

◎茨木市の年齢層別の事故件数 

32 

茨木市 
年齢層別の自転車事故件数 

（H25） 

50 71 59

352 349 332
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年齢層別自転車事故件数の推移

幼少年層（0～14歳） 生産年齢層（15～64歳）

高齢者層（65歳以上）

59
11%

332
59%

169
30%

特に高齢者の 
割合が高い 

幼少年層 
（0～14歳 高齢者層 

（65歳以上） 

生産年齢層 
（15～64歳）） 

茨木市では、こども・高齢者が関連する 
事故の割合が40％を超過 

550 
594 

560 

資料：大阪府警察本部（H23～25） 



⑪自転車関連事故 

◎発生位置 

 

資料：大阪府警察本部（H23～25） 33 

自転車関連事故（ 事者別）

対　歩行者

対　自転車

対　自動車・二輪車
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⑪自転車関連事故 

◎事故類型別発生件数 

資料：大阪府警察本部（H23～25） 34 

対歩行者（横断中） 対歩行者（通行中等） 右折時

左折時 出合頭 正面衝突・すれ違い時・追越追抜時

追突 単独 その他

対歩行者（横断中）

対歩行者（通行中等）

右折時

左折時

出合頭

正面衝突・すれ違い時・追越追抜時

追突

単独

その他

　　　



⑪自転車関連事故 

◎年齢層別発生件数 

資料：大阪府警察本部（H23～25） 
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⑫市内における自転車レーン 

①府道大阪高槻京都線 ②，③市道駅前一丁目学園南線 

① ② ③ 

②，③区間において、 
アンケート調査を実施 

36 



⑫市内における自転車レーン 

◎利用者アンケート結果 

Q.あなたが普段、自転車を利用する時、整備区間に限らず 
 主に通行している位置についてお聞かせ下さい。 

(1)自転車レーンがない場合   (2)自転車レーンがある場合  

 25人 

 287人 

151人 148人 

市道駅前一丁目学園南線に 
おいてアンケート調査を実施 

「歩道を通行する人」の 
割合が約9割強 

「歩道を通行する人」の 
割合が 約5割 

37 



⑫市内における自転車レーン 

◎利用者アンケート結果 

Q.自転車レーンが整備されて、整備前と比べて、 
 「左側通行」を意識するようになりましたか？ 

市道駅前一丁目学園南線に 
おいてアンケート調査を実施 

223人 

92人 

「左側通行を意識するようになったと思う人」の
割合が約7割 

38 



（２）ヒアリング調査 
 

１．実施概要 

２．調査内容（調査項目） 

３．ヒアリング調査票 

４．調査結果（速報） 

39 



■目的 

茨木市の自転車利用者を対象に 
ヒアリング調査を実施しました 

■調査実施日 

市内における自転車利用者の利用実態や自転車ルールの
遵守状況について把握するとともに、自転車ネットワーク検
討のための基礎資料とする。 

平成２６年７月１３日（日）、１５日（火） 

  １．実施概要 

■調査場所と調査サンプル数 
ＪＲ茨木駅、阪急茨木市駅・南茨木駅・総持寺駅、 
モノレール南茨木駅・宇野辺駅・沢良宜駅、 
茨木市役所、市立市民体育館、中央図書館、 
済生会茨木病院、イオン茨木ショッピングセンター、 
イオン新茨木店、アルプラザ茨木 

⇒518票（休日255票、平日263票）採取 
40 



■質問のカテゴリー 

Q１. 属性 

Q２. 自転車の利用状況 

Q３. 自転車を利用して「危険」を感じた経験 

Q４. 自転車通行ルールについて 

Q５. 自転車レーンの利用について 

Q６. 自転車環境の改善、自転車利用の促進について 

  ２．調査内容（調査項目） 

41 



42 

  ３．ヒアリング調査票 



43 

  ３．ヒアリング調査票 



44 

  ３．ヒアリング調査票 



  ４．調査結果（速報） 

◎性別         ◎年齢 

男性

41%

212人

女性

59%

306人

10歳代

10%

20歳代

13%

30歳代

14%

40歳代

21%

50歳代

15%

60歳代

15%

70歳以上

12%

Ｑ１. 属性 

45 



問１ 自転車の利用頻度  問２ 自転車の利用目的 
 

ほぼ毎日

66%

週に3～4回程度

18%

週に1～2回程度

11%

月に1～2回程度

5%

月に1回未満

0%

通勤

31%

通学

7%

買い物

39%

食事

4%

通院

4%

業務

1%

観光・レジャー

8%

学習

3%
その他

3%

Ｑ２. 自転車の利用状況について 

46 

  ４．調査結果（速報） 



問５ 衝突・接触した（しそうになった）経験 

○ 対歩行者       ○ 対自転車 

 衝突・接触した

ことがある

3%

よく衝突・接触

しそうになる

11%

ときどき衝突、接触

しそうになる

18%

あまりない

31%

まったくない

37%

衝突・接触し

たことがある

6%

よく衝突・接触

しそうになる

18%

ときどき衝突、接

触しそうになる

30%

あまりない

19%

まったくない

27%

Ｑ３. 自転車を利用して「危険を感じた経験」について 
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  ４．調査結果（速報） 



問６ あなた以外の人が自転車を利用しているとき、
危険だと感じた行為 

224 
39 
36 

118 
130 

62 
64 

81 
299 

9 
36 

0 50 100 150 200 250 300 350

速いスピードでの運転

車道を走行する

歩道を走行する

狭い道で並んでの走行

夜間にライトをつけない

（無灯火)

2人乗り走行

交差点での飛び出し

雨天時の傘をさして運転

ながら運転（スマートフォン

・携帯電話・イヤホン等)

特に危険は感じない

その他

速いスピードでの運転 

車道を走行する 

歩道を走行する 

狭い道で並んでの走行 

夜間にライトをつけない（無灯火） 

交差点での飛び出し 

２人乗り走行 

雨天時に傘を差して運転 

ながら運転（スマートフォン・携帯電話・イヤホン等） 

特に危険は感じない 

その他 

Ｑ３.自転車を利用して「危険を感じた経験」について 
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  ４．調査結果（速報） 



問７自転車通行ルールの認知度・遵守について 

～通行ルール１ 原則、自転車は車道を走行する～ 

 
◎知っている   ◎守っている 

歩道 
(徐行) 

車道 
(走行) 

知っている

97%

知らない

3%

守っている

70%

守っていない

30%

Ｑ４. 自転車通行ルールについて 
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  ４．調査結果（速報） 



問７自転車通行ルールの認知度・遵守について 

～通行ルール２ 自転車は車道の左側を走行する～ 

 
◎知っている   ◎守っている 

知っている

97%

知らない

3%

守っている

77%

守っていない

23%

歩道 
(徐行) 

車道 
(走行) 

Ｑ４. 自転車通行ルールについて 
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  ４．調査結果（速報） 



知っている

77%

知らない

23%

守っている

67%

守っていない

33%

問７自転車通行ルールの認知度・遵守について 
～通行ルール３ 歩道を通行する自転車は、 
              車道寄りを徐行する～ 
 
◎知っている   ◎守っている 歩道 

(徐行) 
車道 
(走行) 

Ｑ４. 自転車通行ルールについて 
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  ４．調査結果（速報） 



問９ 自転車レーンを利用したことがあるか 

問11 自転車レーン利用で気になること 

はい

70%

いいえ

30%

204 

10 

165 

48 

135 

55 
0 50 100 150 200 250

特に問題はない

どのように通行してよいのかわからない

車道を走行すると車両と接触する危険があるから

車道の端は、側溝や排水口による段差があるので走りにくいから

路上駐車が多くて車道を通行しにくいから

その他

車道の端は、側溝や排水口による段差があるので走りにくい 

路上駐車が多くて車道を通行しにくい 

その他 

車道を走行すると車両と接触する危険がある 

どのように通行してよいのかわからない 

特に問題はない 

０ 50 100 150 200 

Ｑ５. 自転車レーンの利用について 
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  ４．調査結果（速報） 



問12 自転車環境の改善、利用促進に向けて必要なこと 

0 50 100 150 200 250

ｃ 

駅周辺等における駐輪場の増設（容量拡大） 

自転車通行空間の整備 

駐輪場の利用料金の見直し 

レンタサイクルの充実 

その他 

238 

232 

85 

23 

45 

０ 50 100 150 200 250 

Ｑ６. 自転車環境の改善、自転車利用の促進について 
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  ４．調査結果（速報） 



問14 自転車通行ルールの遵守に向けて必要なこと 

151 

196 

215 

25 

24 
0 50 100 150 200 250

案内チラシ・ポスターによる広報

自転車交通ルールの教育を充実させる

交通ルールの取り締まりを強化する

自転車を免許制にする

その他

ｃ 

案内チラシ・ポスターによる広報 

自転車交通ルールの教育の充実 

交通ルールの取り締まりの強化 

自転車の免許制度化 

その他 

Ｑ６. 自転車環境の改善、自転車利用の促進について 
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  ４．調査結果（速報） 



安全利用
45%

通行環境
33%

駐輪環境
18%

利用促進
3%

その他
1%

問15 自由意見 
  （自転車環境の改善や自転車利用の促進に向けて） 

Ｑ６. 自転車環境の改善、自転車利用の促進について 

55 

・若年層のﾏﾅｰ向上 

・無燈、ながら運転、 

  路上駐車等の取締り 

・交通誘導員等による 

 ルールの周知 等 

・駐輪場（特に駅前） 

 が少ない 

・駐輪場の位置が駅 

 から遠い 等 

・自転車ﾚｰﾝを増や 

 してほしい 

・歩道と自転車道、 

 車道を完全に分離 

 すべき 

・自転車ﾚｰﾝの整備 

 が中途半端 等 

・ﾚﾝﾀｻｲｸﾙのPR 

・広報による自転車 

 ﾚｰﾝのｱﾋﾟｰﾙ 等 

  ４．調査結果（速報） 
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